
水辺や湿地に生える１年草です。 市内では比較的普通に見られ
る植物ですが、 全国的に見ると珍しく、 国内分布は本州に限定
されます。 洪水などで定期的に表土がかく乱されるような場所
を好み、 カンエンガヤツリとともにしばしば大群落をつくります。

　ヌマガヤツリは大型のカヤツリグサ類で、 ふつう草
丈は1m前後になります。 ただ河川敷のように、乾
燥や水没を繰り返し、表土が頻繫にかく乱される
ような不安定な場所に自生しています。そのため、
そのときの環境に応じて体の大きさを自由に変え
ることができます。 ときに草丈 15cm 程度の小型
な株もあり、それは典型的な姿とはずいぶん異なっ
ているため、同定に悩まされることもあります。

体の大きさは自由自在

市内全域の湿地や水辺によ
く生えています。

湿地、水辺、河川敷 など

出始めの穂は少し茶色ががった緑色です。 時間の経過とともに
次第に茶色が濃くなり、 毛羽立ったような輪郭になります。 中
のタネが成熟するとボサボサになり、 軽く触れただけでばらけ
てしまいます。

カヤツリグサ類の中では大型の部類で、 草丈はしばしば１ｍ近く
に達します。 茎も頑丈で、 よく育ったものでは直径１ｃｍほどの
太さになります。 夏から秋にかけ、 茎の先から何本もの花序枝
をのばし、 その先に小穂がびっしりと密につきます。 花序枝の
下には長い苞葉が数枚あります。 苞葉は葉と同じ形です。

日本在来

ヌマガヤツリ（沼蚊帳吊）
Cyperus glomeratus L.

カヤツリグサ科 カヤツリグサ属

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

生育を脅かす要因

特　徴

自生環境

市内の分布状況

原 産 地

タネが熟すと
穂はボサボサになる

穂をさわると
ほぐれて
バラバラになる

鱗片
りんぺん

小穂
しょうすい

出始めの穂は
緑っぽい

鱗片は左右に
10～20 個ずつ並ぶ

花序枝
か  じょ   し

茶色い
小穂が
びっしりと
密につく

小さな株では
花序枝が
無いことも

環境によっては
とても小さな姿のまま
穂を出すことも

乾燥化 開発

市内全域の水辺にごく普通で、 今の
ところ絶滅の心配はありません。 た
だ比較的乾燥には弱く、 さらに自生
環境の湿地や沼は、 埋め立てなどに
より失われやすい場所です。


